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要旨
　近年、文化施設やイベント等で市民参加という言葉がよく聞かれ
る。イベントへの参加や市民が主体となっての企画、また、文化施
設の運営そのものへも市民の参加がなされていることも多い。
　文化施設での市民参加が地域の文化活動の発展においてどのよう
に生かされていくべきか、本論では文化施設の歴史や市民参加の実
例を踏まえながら考えていく。文化施設にはホールや劇場、図書館
や博物館など様々な施設があげられるが、中でもコンサートや演劇
の公演など発表の場として接することが多く、市民参加の場として
取り上げられることも多い劇場やホールをとりあげる。
文化施設と地域づくり
　公立の文化施設の増加に伴い、地域文化の振興の役割や機能が多
様化してきている。専門的な機能を持つ文化施設への関心の高まり
から音楽専門の音楽ホールの建設や演劇専門の劇場、その他の小ホー
ルを併設する総合的な文化施設の建設も進められた。
　1980 年代から現在にかけては、地方独自の伝統文化の継承、そ
して市民の中で新しい文化を創造していく場としての文化ホールが
求められてきた。これまでの都市部から来た音楽や演劇を鑑賞する
だけでなく、その地域の人々が作り、参加できる文化創造の場とし
ての役割が文化施設に求められるようになってきたのである。現在
行われている市民参加の試みは、こういった自らの住まう地域の文
化への興味、関心の高まりがあり、その発展の場として文化施設の
運営や企画に対する市民の参加が生まれてきたものといえるだろう。
金沢市民芸術村の事例
　金沢市民芸術村は、市民ディレクターという形をとり、市民が運
営に参加している文化施設として、全国的にも非常に注目されてい
る。この施設の大きな特徴として、1日 24時間、365 日が年中無
休で利用することができるということがあげられる。これは全国の
文化施設の中でも初の試みである。
　金沢市民芸術村は、市民が気軽に演劇、音楽などの文化活動の練
習、発表を行える場として平成 8年 10月にオープンした文化施設
である。もとは大和紡績株式会社の倉庫として使用されていた赤レ
ンガの建物を金沢市が買い取り、修復を経て現在のような形となっ
た。施設の再生にあたり、市民から出された「創作の自由を守ること」、
そして「経済的な負担を軽くしていくこと」という要望にこたえる
形で、24時間年中無休であり、利用者の自主管理による利用という
運営方針が決定された。また、経済的な負担という面においても配
慮がなされ、利用しやすい設定となっている。
　24時間年中無休の施設利用を可能にするため、施設の利用者は利
用後の現状復帰や利用中の防犯や防火など、責任を明確にしながら
利用することとなる。利用する際には照明や緞帳、音響機器など設
備や施設の使い方について講義を受け、そのうえで利用者自身が工
房を管理しながら利用していく。
　こうした運営体制が可能になったことの一つの要因として、市長
自らが示した「運営方針に対して口は出さない」という方針があっ
たといえるのではないだろうか。これにより、行政側から提示され
る規範や制約に縛られることなく、運営側が自ら考えだした体制に
従って運営できるようになったのである。
　金沢市民芸術村では市民ディレクターが中心となった管理運営の
もとで新しい作品の創造や一般の人々の文化活動、また憩いの場、
交流の場として施設が利用されている。また、その中で伝統的な技
術を重要なものとして守り、受け継ぐための学校が運営されている。
伝統を守り、自由に表現し、活動するための施設として親しまれて
いる施設だといえるだろう。
可児市文化創造センターの事例
　岐阜県可児市にある可児市文化創造センターは、金沢市民芸術村
では市民がディレクター制度を用いた市民参加を行っているのに対
し、ボランティアの市民グループの協力のもとでの市民参加を進め
ている文化施設である。
　可児市文化創造センターは、その構想や設計から市民が参画し、
市民の意見を取り入れる形で計画を行いながら設立され、平成14年
7月にオープンした。この施設の大きな特徴として、計画の最初の
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段階から市民が携わってすすめられてきたということがあげられる。
会議やワークショップを行ったうえで意見調整を行いながら計画が
進められていき、同時に金沢市民芸術村への視察や可児市文化セン
ター基本構想発表シンポジウムを催すなど、各段階で市民の意見が
積極的に聞かれ、取り入れられている。こうした市民参加は施設が
開設された現在でも続けられており、ala クルーズと呼ばれる市民活
動団体の協力のもとでその運営が進められている。
　ala クルーズの運営は可児市文化創造センターと市民との仲立ちを
するような形となっており、ala クルーズから可児市文化創造セン
ターに対しては代表の参加とともに事業の参加協力に加え自主事業
の実施を、一般市民との間では企画に伴うサービスを提供するとと
もに、市民参加や情報収集を行っていく形となっている。こうした
活動により、可児市文化創造センターでは市民を中心に考えた文化
施設づくりが行われ、市民ボランティア団体としてのNPO法人 ala
クルーズの活動や公演企画の提供によって地域の文化芸術活動の質
が高められている事例といえるのではないだろうか。
石川県立音楽堂の事例
　石川県立音楽堂は、オーケストラ・アンサンブル金沢が本拠地と
して公演活動を行っている他、コンサートホールだけでなく邦楽ホー
ルも備え伝統芸能についても公演を行っている。
　石川県立音楽堂の特徴として、専門の楽団を持ちオーケストラ・
アンサンブル金沢（以下OEKと表記）の本拠地として様々な音楽活
動が行われているということがあげられる。OEKは 1988年に設立
され、石川県立音楽堂での定期公演を中心に富山や大阪、神戸といっ
た県外での演奏や、石川県学生オーケストラとの合同公演など様々
な企画や公演を行っている。また、OEK では地域の小中学生に向
けてコンサートやワークショップといった教育普及活動も積極的に
行っている。
　石川県立音楽堂ではこうしたクラシック音楽だけでなく、邦楽ホー
ルを併設していることを生かして日本の伝統音楽や芸能に関しても
講座を開設するなどして継承に努めている。大人だけでなく子供に
対しても伝統芸能の教育普及は行われている。県内や中央で活動し
ている芸人を講師に招いた 20種類の伝統芸能の体験講座が実施さ
れ、実際の楽器の演奏や演技について学ぶことができ、地域を通し
てこうした伝統芸能について継承や発展に力を注いでいる。
　石川県立音楽堂では、市民団体等による運営や企画への市民参加
は行われていない。しかし、専属のオーケストラによる公演活動や、
邦楽ホールといった施設を生かした古典芸能の公演や継承を通じ地
域の文化芸術に大きく貢献しているといえるだろう。
まとめ
　現在、地方独自の伝統文化の継承や新しい文化の創造の場として、
市民が作り、参加できる文化創造の場としての役割を担う文化施設
が求められてきている。自分の住まう地域の文化への興味や関心の
高まりが文化施設の運営や企画に対しての市民の参加へと繋がって
いるのだといえる。こうした流れから、現在では市民が運営に携わっ
たり、市民組織としてNPOや地域のボランティアの人々が文化施設
の運営や企画を外側から手助けをしたりという動きも広まってきて
いる。
　しかし、こうした活動は文化施設に訪れる人や文化芸術に関して
興味を抱いている人々に働きかけるものであり、文化施設へ足を運
ぶことのない人や文化芸術に対し興味関心の低い人にとっては触れ
る機会の少ないものなのではないだろうか。
　地域の特色のある文化の創造や継承には、そこに生きる人々によ
る活動と共に、活動の場となる文化施設の存在はけして小さなもの
ではないといえるだろう。今後の文化施設にはより密接に地域と関
わり、市民が中心となって運営を支える施設や文化施設やそこを拠
点とする団体が積極的に公演や教育普及を行う施設など、施設の持
つ特徴を生かした運営や文化の継承、普及が求められているのでは
ないだろうか。
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